
独立行政法人国立青少年教育振興機構  

国 立 那 須 甲 子 青 少 年 自 然 の 家 

令和６年度教育事業報告書 

 

事業名 なすかしの森ボランティア養成研修 

期日 令和６年５月 18 日(土)～19 日(日) 

会場 国立那須甲子青少年自然の家 

対象 ボランティアに興味関心のある高校生以上の者 

参加者数 ７名(大学生７名) 

趣旨 
国立青少年教育振興機構が提供する法人ボランティア養成カリキュラムに基づいて実施し、

青少年教育施設で活動できるボランティアを育成する。 

 

事業内容及び成果と課題 

ボランティア活動の技術(演習)では、アイスブレイクの意義について学び、参加者は実際にアイスブレイク

の方法や留意点について理解を深めることができた。また、野外炊事の方法や留意点について演習を通じて学

ぶことができた。青少年教育施設の現状と運営では、青少年教育施設の役割や活動内容、関係機関との連携に

よる運営について学んだ。安全管理の講義と演習では、安全管理の目的やリスクの定義や種類・要因について

学び、リスク発見の演習をグループで行った。また、普通救命講習に準じた応急手当や予防方法について学ん

だ。これらの活動を通じて、参加者は青少年教育の重要性や安全管理の知識等を身に付けることができた。 

本事業の成果として、以下の２点があげられる。１点目は、参加者数が例年よりも少なかったことで、参加

者同士や参加者と先輩ボランティア等のコミュニケーションを多くとることができ、今後のボランティア活動

に対する動機づけとなった点である。また、今後参加者がボランティアとして来所した際に、実際に指導に当

たることが多い職員を中心に講義・演習を行ったことで、参加者と職員とのコミュニケーションも例年よりも

とることができた。 

２点目は、アイスブレイクや野外炊事など、今後の教育事業で必要とされる基礎的な知識や技能の習得に主

眼を置いたことで、施設・設備の使用方法の理解が深まったとともに、活動プログラムの指導補助に必要なス

キルを身につけることができた点である。 

本事業の課題は参加者の確保である。定員 20 名に対し、申し込みが７名、参加者が７名であった。機構本

部の教育事業方針にて、41 名以上の法人ボランティア養成が目標値として定められているため、前年度中に各

大学と参加者募集について調整したり、大学以外の広報先を精査し広報を行ったりするなど、計画的に広報を

進めたい。 

事業の様子 

   

アイスブレイクの様子 講義の様子 救急救命講習の様子 

   

野外炊事の様子 グループワークの様子 閉講式の様子 

 


